
 

〈 主な項目内容 〉

               

 

 

【利水豊穣秋の感謝祭】

○第164回総代会開催2～3

○平成27年度決算ならびに財務の公表、
監査報告4～7

○今年の水管理､利水豊穣秋の感謝祭 8

○総代研修、役員研修について 9

○水源涵養林現場踏査､ESCO事業 他 10

○改良区への通知､使用料･手数料について11

○多面的機能支払交付金活動 他12

【移設が完了した記念碑】
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【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】

本
日
こ
こ
に
、
第
一
六
四
回
総
代
会

を
開
会
す
る
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申

し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
総
代
会
に
は
、
ご
多
忙
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ご
来
賓
と
し
て
、
山
形

市
農
村
整
備
課

関
課
長
、
山
辺
町
産

業
課

渡
邉
課
長
の
ご
臨
席
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
後
程
ご
挨
拶
を
頂
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
総
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
お
盆

を
間
近
に
控
え
、
お
忙
し
い
中
お
集
ま

り
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

今
年
の
春
先
は
、
雪
不
足
に
よ
る
用

水
不
足
が
心
配
さ
れ
、
早
く
か
ら
「
節

水
の
お
願
い
」
の
文
書
を
組
合
員
に
配

布
し
ま
し
た
が
、
水
利
調
整
委
員
の
方

の
ご
尽
力
と
組
合
員
の
ご
協
力
に
よ

り
、
水
管
理
は
予
想
以
上
に
順
調
に
推

移
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
七
月
に
入
っ

て
雨
が
降
る
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
降
水
量
が
例
年
と
比
較
し
て
少

な
く
、安
心
で
き
な
い
状
況
で
す
の
で
、

組
合
員
各
位
に
は
、
引
き
続
き
節
水
節

電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

さ
て
、
国
の
農
業
・
農
村
整
備
予
算

が
大
幅
に
減
額
さ
れ
た
こ
と
は
、
昨
年

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
二
十
八
年

度
の
予
算
も
厳
し
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
当
改
良
区
に
関
し
て
は
、
金
額
的

に
は
昨
年
の
予
算
割
当
の
二
倍
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
当
初
要
求
額
の
六
十

六
パ
ー
セ
ン
ト
の
充
足
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

国
は「
生
産
性
向
上
や
競
争
力
強
化
」

の
攻
め
の
農
業
を
目
指
し
、
生
産
コ
ス

ト
の
大
幅
な
削
減
の
た
め
の
大
区
画
化

と
併
せ
て
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集

約
化
を
後
押
し
す
る
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
関

連
事
業
を
重
要
視
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
そ
れ
と
同
時
に
老
朽
化
が
進
む
農

業
水
利
施
設
更
新
の
予
算
確
保
が
私
達

に
は
重
要
な
こ
と
で
す
。
ポ
ン
プ
が
故

障
し
修
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

予
算
が
半
分
し
か
な
い
か
ら
半
分
だ
け

修
理
す
る
と
い
う
わ
け
に
は
ま
い
り
ま

せ
ん
。
当
改
良
区
で
は
、
比
較
的
小
規

模
農
家
が
多
く
、
農
地
の
集
積
・
集
約

　平成28年度（第164回）総代会が、平成28年８月12日当土地改良
区大会議室において開催されました。総代68名の出席をいただき審議
が進められ上程された平成27年度各会計決算など全案件（56議案）
が原案どおり可決承認されました。

　平成28年度（第164回）総代会が、平成28年８月12日当土地改良
区大会議室において開催されました。総代68名の出席をいただき審議
が進められ上程された平成27年度各会計決算など全案件（56議案）
が原案どおり可決承認されました。

第164回 総代会開催第164回 総代会開催第164回 総代会開催
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化
の
た
め
、
担
い
手
農
家
の
経
営
規
模

拡
大
に
協
力
し
て
い
て
も
、
土
地
の
所

有
者
が
賦
課
金
を
納
入
し
て
い
る
の
が

実
態
で
す
。「
農
業
は
休
日
も
な
く
、

給
料
も
な
い
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
だ
」
と

言
っ
て
い
る
小
規
模
農
家
が
、
現
在
の

農
業
を
支
え
て
い
る
一
面
を
見
落
し
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
農
村
が
健
全
に
機
能

し
て
い
く
に
は
、
農
地
の
受
け
手
と
な

る
担
い
手
の
育
成
と
同
時
に
、
小
規
模

農
家
の
利
益
を
守
ら
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
と
い
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
農
業
水
利
施
設
更
新
事
業
の
予
算

の
確
保
を
山
形
県
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
と
一
体
に
な
っ
て
、
引
き
続
き

要
望
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
産
米
か
ら
国
の
生
産
調

整
の
関
与
が
な
く
な
り
、現
在
、十
ア
ー

ル
当
り
七
千
五
百
円
支
給
さ
れ
て
い
る

米
の
直
接
支
払
い
交
付
金
も
な
く
な
り

ま
す
。
米
国
で
は
、
十
一
月
に
大
統
領

選
を
控
え
て
お
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
早

期
決
着
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
で

す
。
そ
の
こ
と
を
農
業
者
と
し
て
見
極

め
な
が
ら
、
国
に
は
慎
重
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
以
前
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
が
、
今
年
の
九
月
か
ら
「
小
水
力

南
舘
発
電
所
」
の
更
新
事
業
を
行
い
ま

す
。
工
事
期
間
は
来
年
の
三
月
末
ま
で

か
か
り
、
そ
の
間
、
南
舘
分
水
工
か
ら

漆
山
分
水
工
ま
で
す
べ
て
の
分
水
工
の

維
持
用
水
の
使
用
が
不
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
工
事
車
両
等
の
出
入
り
の

た
め
、
当
改
良
区
敷
地
に
ほ
と
ん
ど
駐

車
で
き
な
く
な
り
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、事
情
ご
賢
察
の
う
え
、よ

ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

﹇
議
決
案
件
﹈

報
告
第
一
号

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
書
の
承

認
に
つ
い
て

議
第
一
号

平
成
二
十
七
年
度
財
産
目
録
の
承
認

に
つ
い
て

議
第
二
号

平
成
二
十
七
年
度
一
般
会
計
収
支
決

算
書
の
承
認
に
つ
い
て

議
第
三
号

平
成
二
十
七
年
度
国
・
県
営
維
持
管

理
事
業
特
別
会
計
収
支
決
算
書
の
承
認

に
つ
い
て

議
第
四
号

平
成
二
十
七
年
度
県
営
基
幹
水
利
施

設
馬
見
ヶ
崎
川
合
口
頭
首
工
管
理
事
業

特
別
会
計
収
支
決
算
書
の
承
認
に
つい
て

（
他
五
十
一
議
案
）
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【Ｈ27年度 中間監査】 【Ｈ27年度 決算監査】
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当
土
地
改
良
区
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
利
水

豊
穣
秋
の
感
謝
祭
」
が
十
一
月
四
日
に
各
関
係

指
導
機
関
及
び
関
係
団
体
、
そ
し
て
当
区
役
職

員
の
総
勢
九
十
名
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
か
ら
、Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ
る
発
電
所

更
新
工
事
に
よ
り
記
念
碑
が
事
務
所
南
側
へ
移

設
さ
れ
た
場
所
で
執
り
行
わ
れ
、
利
水
豊
穣
碑

前
に
て
最
上
川
と
馬
見
ヶ
崎
川
の
清
水
を
「
合

水
の
儀
」
に
よ
り
合
わ
せ
、
各
関
係
機
関
の
代

表
者
の
方
が「
献
水
の
儀
」に
て
碑
を
清
め
、「
感

謝
の
儀
」
に
よ
り
拝
礼
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
餅
つ
き
を
行
い
、
直
会
で
は
今
年

一
年
の
収
穫
に
感
謝
し
、
つ
き
た
て
の
餅
を
全

員
で
頂
き
ま
し
た
。

水
利
調
整
委
員
会　

委
員
長　

松　

田　

良　

吉

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
土
地
改
良
区
の
水
管
理
に
対
し
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
、
降
雨
量
、
降
雪
量
と
も
少
な
く
、
特
に
降
雪
量
は
平
年
の

三
十
七
％
と
極
端
に
少
な
く
、
代
掻
き
田
植
え
期
の
用
水
不
足
が
懸
念
さ
れ

ま
し
た
。
四
月
の
水
利
調
整
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
、
よ
り
一
層
の
用
水
管

理
を
徹
底
し
て
頂
く
様
に
申
し
合
わ
せ
し
ま
し
た
。

　

国
県
営
施
設
の
充
水
作
業
は
四
月
二
日
か
ら
開
始
し
、
分
水
作
業
は
五
月

七
日
よ
り
行
い
、
代
掻
き
田
植
え
と
天
候
に
も
恵
ま
れ
順
調
に
推
移
し
ま
し

た
。
六
月
に
入
り
、
平
年
並
み
の
梅
雨
に
入
り
ま
し
た
が
、
空
梅
雨
で
経
過

し
て
、
七
月
に
は
例
年
の
通
り
、
中
干
し
期
を
設
定
し
て
組
合
員
へ
チ
ラ
シ

を
配
布
し
節
水
・
減
水
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
下
旬
に
入
り
ま
し
て
高
気
圧

に
覆
わ
れ
晴
天
が
続
い
て
水
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
十
日
に
市
街

地
を
中
心
に
非
常
に
激
し
い
雨
が
降
り
（
一
時
間
五
十
一
ミ
リ
）、
記
録
的

な
豪
雨
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
八
月
に
は
好
天
に
恵
ま
れ
出
穂
も
順
調
に

進
み
ま
し
た
が
、
お
盆
過
ぎ
よ
り
三
つ
の
台
風
が
、
し
か
も
そ
れ
が
東
北
上

陸
と
い
う
直
撃
を
受
け
岩
手
県
で
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
山
形

に
は
殆
ど
被
害
も
な
く
過
ぎ
た
事
は
本
当
に
幸
い
で
し
た
。
九
月
に
入
り
曇

り
や
雨
の
日
が
多
く
な
り
刈
り
取
り
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
九
月
末
よ
り

好
天
が
続
き
、
作
業
は
例
年
よ
り
少
し
遅
れ
て
終
わ
り
ま
し
た
。
灌
漑
期
用

水
は
例
年
の
通
り
十
日
で
停
止
し
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
気
候
条
件
の
中
、
水
利
調
整
委
員
の
方
々
と
組
合
員
の
皆
様
よ

り
節
水
・
節
電
等
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
陰
様
で
本
年
度
も
高
品
質
の
米
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
、
南
舘
発
電
所
の
更
新
工
事
に
伴
い
ま

し
て
九
月
中
旬
よ
り
来
年
三
月
ま
で
の
期
間
、
中
部
幹
線
用
水
路
の
維
持
用

水
を
停
止
し
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
ね
が
い

致
し
ま
す
。

～吉野川北岸土地改良区研修（徳島県）～

平成28年度　役員研修
～大和平野土地改良区研修（奈良県）～
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～吉野川北岸土地改良区研修（徳島県）～～吉野川北岸土地改良区研修（徳島県）～
　今年度の総代研修は、総代47名の参加を得て９月６日～８日の日程で徳島県阿波市の「吉野川北
岸土地改良区」を訪れ、研修を行いました。
　改良区職員による概要説明会では、吉野川北岸用水事業の概要、各種施設の維持管理や用水管
理、賦課金の徴収について、複式簿記の導入について等の説明を受けました。その後は、質疑応答
として多面的機能支払交付金への取り組み状況について、早期米作付け時期の管理体制や取水量に
ついて等、活発な意見交換が行われました。
　旧来の地元土地改良区、あるいは市町村単位の土地改良区との組織化した管理体制の在り方や地
元に対する補助等、吉野川北岸土地改良区ならではの話を聞くことができた今回の研修は、今後の
土地改良区運営の参考になる研修でした。

　平成28年度は、役員17名の参加で、11月15日に奈良県橿原市にある大和平野土地改良区で役員研
修を行いました。大和平野土地改良区は大和平野（奈良盆地）の水不足を解消するために、吉野川
の水を導水する、「吉野川分水事業」を実現するために設立された改良区で、現在は、水路の維持
管理や水の配分業務を行っています。
　受益面積は6,700ha、組合員数20,500人、区域は奈良市他で計20市町村に及びます。平成13年から
25年にかけて、国営・県営・団体営施設の更新事業を行っており、研修では説明を受けた後、活発
な意見交換が行われました。きめ細かな通水・取水計画や、国営の二期工事の事業費約436億円の、
改良区負担率は、10.33％の45億円で、その内30億円は改良区の積立金を充当した等、積立金のあり
方を考えさせられる有意義な研修でした。

平成28年度　役員研修平成28年度　役員研修平成28年度　役員研修
～大和平野土地改良区研修（奈良県）～～大和平野土地改良区研修（奈良県）～～大和平野土地改良区研修（奈良県）～
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水源涵養林
　　　（H28.10.18）
水源涵養林
　　　（H28.10.18）

五堰クリーン作戦
　　　　  　　　　（H28.11.6）
五堰クリーン作戦
　　　　  　　　　（H28.11.6）

中流管内施設研修
　　　　　　　 　（H28.7.25）
中流管内施設研修
　　　　　　　 　（H28.7.25）

山形市農畜産フェスティバル
　　　　　　　　　　   　　  （H28.10.15）
山形市農畜産フェスティバル
　　　　　　　　　　   　　  （H28.10.15）

『役員による水源涵養林の現場踏査』

『山形五堰クリーン作戦に参加』

『那須疏水土地改良区役員・総代視察研修 』

『山形市農畜産物フェスティバルでのパネル展示会』

☆その他にもたくさんの団体のみなさんが
　研修にみえました。ありがとうございました。

発電所更新工事 「FIT・ESCO事業」発電所更新工事 「FIT・ESCO事業」『紅花会』 解散を承認『紅花会』 解散を承認
　

㈱
山
形
発
電
（
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区
が
一
〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
出
資
し
て
設
立
）
は
、
平
成
二
十
八
年
九
月

よ
り
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
を
活
用
し
た

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
国
が
定
め
る
条
件
に
発
電
施
設
を
更
新

し
、
新
た
に
発
電
す
る
こ
と
で
、
現
在
よ
り
二
・
四
倍
の

売
り
上
げ
が
二
十
年
間
約
束
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

来
年
度
の
用
水
に
は
影
響
が
無
い
よ
う
に
、
四
月
一
日

竣
工
を
目
指
し
、
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

来
所
さ
れ
る

組
合
員
の
方
や

関
係
機
関
に
は

ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

東
北
農
政
局
最
上
川
中
流
農
業
水

利
事
業
に
携
わ
っ
た
方
で
構
成
し
て

い
る
、「
紅
花
会
」
の
第
十
五
回
総

会
（
隔
年
開
催
）
が
平
成
二
十
八
年

十
一
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
、
解

散
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
総
会
に
先
立
ち
慰
霊
塔

へ
の
参
拝
も
行
わ
れ
、
改
め
て
、
事

故
に
よ
り
犠
牲
に
な
ら
れ
た
御
霊
に

感
謝
と
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。
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発電所更新工事 「FIT・ESCO事業」『紅花会』 解散を承認
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多面的機能支払交付金　活動組織紹介
　

当
組
織
は
会
長
一
名
、副
会
長
二
名
、書
記
一
名
、会
計
一
名
、

監
査
二
名
、
委
員
十
三
名
の
構
成
で
平
成
二
十
六
年
の
五
月
に

発
足
致
し
ま
し
た
。

　

構
成
団
体
は
当
初
、
各
地
区
町
内
会
と
共
に
活
動
計
画
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
志
戸
田
地
区
改
良
工
区
委
員
・
組
合

員
二
百
二
十
七
名
の
協
力
を
得
て
春
の
用
水
路
の
泥
上
げ
や
側

溝
の
破
損
個
所
の
補
修
、
水
門
点
検
、
外
注
に
よ
る
農
道
整
備

な
ど
の
保
全
管
理
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

環
境
保
全
活
動
に
お
い
て
は
、
植
栽
に
よ
る
景
観
形
成
活
動

を
実
施
し
て
お
り
、
三
年
目
と
な
る
今
年
は
素
晴
ら
し
い
出
来

映
え
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
、
排
水
路
及
び
用
水
路
の
整
備
、
水
門

ゲ
ー
ト
の
補
修
、
農
道
の
整
備
等
の
計
画
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

最
後
に
、「
志
戸
田
水
と
緑
の
会
」
の
事
業
が
益
々
発
展
す
る

よ
う
、
山
形
市
農
村
整
備
課
並
び
に
最
上
川
中
流
土
地
改
良
区

の
ご
指
導
の
下
、
今
後
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
長　

秋
葉　

正
義

志
戸
田
水
と
緑
の
会

志
戸
田
水
と
緑
の
会

【農道の草刈り 】

【水門点検】

【植栽活動】

【水路の泥上げ】

【排水路更新工事】

【総　 会】

【定例会議】

山
形
県
知
事
よ
り

　
　
　
　
　

 

感
謝
状

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
に

開
催
さ
れ
た
「
山
形
県
土
地
改
良

大
会
」
に
お
い
て
、
土
地
改
良
事

業
に
お
け
る
長
年
の
ご
功
績
が
認

め
ら
れ
、
役
員
の
荒
木
利
孝
副
理

事
長
、
小
林
幸
一
郎
副
理
事
長
、

職
員
の
安
達
久
美
子
次
長
の
三
名

に
吉
村
美
栄
子
県
知
事
よ
り
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
致
し
ま
す
。

【感謝状の贈呈を受けた荒木利孝副理事長（右）、　　
小林幸一郎副理事長（中）、　安達久美子次長（左）】
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